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１ はじめに 

大学入試において，教科「情報」で受験が可能である大学の数が年々増加している。

昨年度に実施された大学入試においては国公立大学で１校，私立大学・短期大学で14校

の計15校で教科「情報」による入試が一般入試・推薦入試・ＡＯ入試で実施されている。 

2003年に教科「情報」が始まってから，いくつかの国公立大学では教科「情報」によ

る入試を実施していたようであるが，現在は高知大学のみになっている。高知大学は2011

年から情報入試をスタートし，2016年からは情報科目である「情報の科学」で実施して

いる。 

また，『高大接続システム改革会議「最終報告」(平成28年３月31日)』において，「次

期学習指導要領における教科「情報」に関する中央教育審議会の検討と連動しながら，

適切な出題科目を設定し，情報と情報技術を問題の発見と解決に活用する諸能力を評価

する。」との記述がある。 

これらのことから，教科「情報」の重要性が増している現状を踏まえ，教科「情報」

における国公立大学（高知大学）入試問題について研究し，考察することにした。 

 

２ 高知大学の情報入試 

 ⑴ 概要 

   ア 対象学部学科 理工学部情報科学科 

   イ 対象入試制度 一般入試（前期日程） 

   ウ 募 集 人 員 16名 

   エ 出題選択科目 以下の３教科から１教科選択 

数学（数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ） 

理科（物理基礎・物理） 

情報 

   オ 出 題 範 囲 情報の科学 

   カ 解 答 時 間 90分 

   キ 大 問 数 ４題 

   ク そ の 他 解答用紙５枚以外に下書用紙が１枚準備されている 

 ⑵ 作問の方針決定や体制作り 

     「情報科学の知識や素養に重点をおく」情報試験を通じて大学で情報科学を学びた

いという学生を受け入れるために，以下の２点を判断できるような問題を作問方針と

した。 

   ①教科情報の基本知識の理解 ②基本から発展的な内容までの知識の理解 

そのため，情報入試開始当時はほぼ全てのコース教員が作問に関与していた。 

問題作成における準備としては，出身高校による不利が生じないよう配慮するた



め，文部科学省の高等学校学習指導要領，全国の主な高校で採択されている教科書，

他大学の情報試験の過去問題の調査等を行っている。【引用・参考文献[2]】 

 

３ 研究内容 

 入試問題と学習指導要領の関連 

  ア 学習指導要領に記載されている情報科目「情報の科学」の内容 

   (ア) コンピュータと情報通信ネットワーク 

    ａ コンピュータと情報の処理 

    ｂ 情報通信ネットワークの仕組み 

    ｃ 情報システムの働きと提供するサービス 

(イ) 問題解決とコンピュータの活用 

ａ 問題解決の基本的な考え方 

    ｂ 問題の解決と処理手順の自動化 

    ｃ モデル化とシミュレーション 

(ウ) 情報の管理と問題解決 

ａ 情報通信ネットワークと問題解決 

    ｂ 情報の蓄積・管理とデータベース 

    ｃ 問題解決の評価と改善 

(エ) 情報技術の進展と情報モラル 

ａ 社会の情報化と人間 

    ｂ 情報社会の安全と情報技術 

    ｃ 情報社会の発展と情報技術 

  イ 分析結果 

    各大問にある小問ごとに出題内容を分析し，学習指導要領の教科「情報」におけ

る科目「情報の科学」のどの項目と関連しているかについて，以下の表にまとめた。 

   [第１問] 

小問 

番号 
学習指導要領の内容 

問１ 

(ア) コンピュータと情報通信 

ネットワーク 

ｂ 情報通信ネットワークの 

仕組み 

問２ 

問３ 

問４ 

問５ 

問６ 



[第２問] 

小問 

番号 
学習指導要領の内容 

問１ 

(ア) コンピュータと情報通信 

ネットワーク 
ａ コンピュータと情報の処理 問２ 

問３ 

問４ 
(エ) 情報技術の進展と情報 

モラル 
ｃ 情報社会の発展と情報技術 

[第３問] 

小問 

番号 
学習指導要領の内容 

問１ 

(イ) 問題解決とコンピュータの

活用 

ｂ 問題の解決と処理手順の 

自動化 

問２ 

問３ 

問４ 

[第４問] 

小問 

番号 
学習指導要領の内容 

問１ 
(ア) コンピュータと情報通信 

ネットワーク 

ｂ 情報通信ネットワークの 

仕組み 

問２ 
(イ) 問題解決とコンピュータの

活用 

ｂ 問題の解決と処理手順の 

自動化 

 

３ 結果と考察 

 ⑴ 入試問題と学習指導要領の関連 

表を見てもわかるように，平成29年度の入試問題は「コンピュータと情報通信ネッ

トワーク」と「問題解決とコンピュータの活用」からの出題がメインであり，「情報の

管理と問題解決」からの出題はなかった。ちなみに平成28年度の入試問題についても，

平成29年度と同様な傾向があることがわかる。 

 ⑵ 入試問題について補足 

   大問３は他の大問と異なり，出題内容が数学的であったように思う。残念ながら，

生徒に問題を解いてもらう機会がなかったが，この大問を考える上で，情報入試を受

験するにあたっては，数学的思考力を兼ね備えておくことが必要であると感じた。 



４ まとめ 

  2017年に名古屋大学に情報学部が創設され，2018年には広島大学に情報科学部が新設

される予定である。情報化社会である現代において，大学における情報系の学部・学科

は増え続け，理系・文系を問わず様々な学問分野にまで広がりを見せている。 

  平成32年度から実施される「大学入試共通テスト」の実施方針が平成29年７月に公表

されたが，平成36年度は新学習指導要領に対応したテストの実施が予定されている。 

情報科目による入試に対応させるようにするためには，教科「情報」の内容の定着だ

けではなく，理数科目における基礎学力の定着も必要であると感じた。数学・情報の教

員として，情報科学の知識と数学的思考力を日頃の授業で生徒にしっかりと身に付けさ

せたい。 

  なお，次のページ以降に実際の入試問題と略解を掲載しているので，ぜひ問題を見て

いただき，出題内容や難易度等を先生方の目で確認していただきたい。 
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６ 略解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 


